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平成 30 年度町の予算をお知らせします

平成３０年度の安堵町の予算の概要をお知らせします。

一般会計予算総額は、33億6,700万円となり、前年度より1億6,700万円（5.2％）の増額となりました。

新規事業として、観光拠点の施設整備及び明治１５０年関連事業に係る経費を計上しています。

特別会計には、国民健康保険の経費、住宅新築資金等貸付事業の借入金の元利償還経費、公共下水道の整

備経費、介護保険給付費、後期高齢者医療保険に伴う経費を計上しています。また、企業会計で運営されて

いる水道事業会計には、安定して上水を供給できるよう所要額を計上しています。

住民のみなさん一人ひとりがより快適に、より安心して生活できるように一般会計に33億6,700万円、

特別会計に20億 8,674万 1,000円、企業会計に2億 5,086万 5,000円を計上し、住みよいまちづ

くりを目指します。

安堵町のすべての予算

平成30年度
予算額

平成29年度
予算額

増 減 額 増減率(％)

一   般   会   計 33億6,700万円 32億円 1億6,700万円 5.2

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 9億5,190万円 11億5,240万円 ▲ 2億50万円 ▲ 17.4

住宅新築資金等貸付事業 134万1000円 135万円 ▲ 9,000円 ▲ 0.7

下 水 道 事 業 2億8,980万円 2億9,940万円 ▲ 960万円 ▲ 3.2

介 護 保 険 7億4,890万円 7億6,590万円 ▲ 1,700万円 ▲ 2.2

後 期 高 齢 者 医 療 9,480万円 9,390万円 90万円 1.0

小     計 20億8,674万1,000円 23億1,295万円 ▲ 2億2,620万9,000円 ▲ 9.8

水 道 事 業 会 計 2億5,086万5,000円 2億3,627万円 1,459万円5,000円 6.2

合     計 57億460万6,000円 57億4,922万円 ▲ 4,461万4,000円 ▲ 0.7

平成３０年度の主な事業について

●防犯カメラ設置事業【新規】 2,722 千円

防犯対策のための防犯カメラ設置（町内 3 箇所）

に係る経費

●明治150年シンポジウム開催事業 【新規】

 6,000千円

明治１５０年関連のシンポジウム開催に係る経費

民　生　費

●子ども子育て支援事業計画策定業務委託【新規】 

 1,253千円

保育・幼児教育環境の充実、子育て支援に取り組

む指針の策定に係る経費

●一時預かり保育・子育て広場・利用者支援事業

 8,324 千円（前年比3,538千円）

認定こども園開設に向けた準備及び安心して子育

てができる環境整備の充実に係る経費

●放課後児童対策事業

 16,935千円（前年比2,008千円）

学童（育成クラブ）の充実に係る経費

衛　生　費

●ごみ処理施設広域化に伴う総合業務支援事業

 8,414 千円（前年比 ▲ 1,151千円）

ごみ処理広域化に伴う新収集計画及び住民説明資

料作成等総合業務に係る経費

総　務　費
●農道整備事業 15,045 千円（前年比 7,304千円）
町単独の農道整備に係る経費

●土地改良事業 83,601 千円（前年比 75,729千円）
水路の維持修繕及び国営大和紀伊平野土地改良事
業負担金に係る経費

土　木　費

●歴史文化・観光ゾーン拠点整備事業【新規】 
 95,900千円
歴史・文化観光拠点施設整備に係る用地取得費及
び周辺道路整備に係る経費

●都市計画事業【新規】  17,245千円
都市計画道路実施設計、窪田遊水地運動公園整備
計画、都市公園台帳整備に係る経費

●社会資本整備総合交付金事業
 89,000 千円（前年比2,000千円）
主要な町道及び危険な橋梁の補修工事に係る経費

消　防　費

●Ｊ‒ＡＬＥＲＴ新型受信機購入事業 【新規】
  2,728千円
防災・減災対策の充実として全国瞬時警報システム
（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）の新型受信機の導入に係る経費

教　育　費

●町の偉人の遺志を継承し次世代へつなぐ事業【新規】
 16,923千円
アニメーション制作、安堵の偉人たちの資料収集
及び子供向け冊子制作、安堵風土記等図書刊行物
制作に係る経費

農林水産業費
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歳 入

歳 出

平成30年度　一般会計　歳入

平成30年度　一般会計　歳出

《歳入とは》

　町の収入のことで、右のグラフのとおり歳入の占める割合が最も多いのが地方交付税です。これは所得税

や消費税など国が徴収した税金の中から町の財政状況に応じて交付されるお金です。この他、住民税や固定

資産税などみなさんに納めていただく町税、特定の事業に対して国や県から支出される補助金、町債などが

主な財源として挙げられます。

《歳出とは》

　歳入を無駄なく支出する計画を立てるのが歳出。歳出を目的別・性質別に分けて２つのグラフにあらわし

ています。普通建設事業費には、町道の路面補修や農道整備の工事費などが盛り込まれています。

区分
平成30年度
当初予算額

対前年度
増減額

増減率
（％）

町 税 6億8,819万円 ▲ 2,425万円 ▲ 3.4
地方譲与税等 2,568万円 122万円 5.0
その他交付金等 1億4,871万円 2,580万円 21.0
地 方 交 付 税 13億3,400万円 ▲ 2,200万円 ▲ 1.6
分担金負担金 1,138万円 385万円 51.1
使用料手数料 8,408万円 ▲ 49万円 ▲ 0.6
国 庫 支 出 金 2億3,257万円 2,248万円 10.7
県 支 出 金 1億4,550万円 ▲ 3,782万円 ▲ 20.6
町 債 2億7,100万円 1億3,440万円 98.4
繰 入 金 3億0,000万円 1億0,000万円 50.0
そ の 他 1億2,589万円 ▲ 3,619万円 ▲ 22.3
合 計 33億6,700万円 1億6,700万円 5.2 

区分
平成30年度
当初予算額

対前年度
増減額

増減率
(％)

議 会 費 6,869万円 ▲ 100万円 ▲ 1.4

総 務 費 6億0,561万円 ▲ 536万円 ▲ 0.9

民 生 費 9億4,188万円 ▲ 3,730万円 ▲ 3.8

衛 生 費 3億4,379万円 ▲ 1,530万円 ▲ 4.3

農林水産業費 1億4,112万円 5,549万円 64.8

商 工 費 1,132万円 354万円 45.5

土 木 費 4億8,304万円 1億3,202万円 37.6

消 防 費 1億2,543万円 ▲ 526万円 ▲ 4.0

教 育 費 2億7,580万円 4,449万円 19.2

公 債 費 3億5,454万円 ▲ 724万円 ▲ 2.0

そ の 他 1,578万円 292万円 22.7

合 計 33億6,700万円 1億6,700万円 5.2 
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区分
平成30年度
当初予算額

対前年度
増減額

増減率
(％)

人 件 費 9億1,055万円 2,588万円 2.9

物 件 費 7億7,775万円 5,867万円 8.2

維 持 補 修 費 8,062万円 1,391万円 20.9

扶 助 費 3億3,398万円 ▲ 1,742万円 ▲ 5.0

補 助 費 等 3億6,581万円 3,039万円 9.1

公 債 費 3億5,454万円 ▲ 724万円 ▲ 2.0

繰 出 金 3億2,773万円 617万円 1.9

普通建設事業費 2億0,024万円 5,370万円 36.6

そ の 他 1,578万円 294万円 22.9

合 計 33億6,700万円 1億6,700万円 5.2 

【平成３０年度　一般会計　歳出（目的別）】

【平成３０年度　一般会計　歳出（性質別）】


